
資源・埋立ごみ収集の委託化

環境水道課 環境係
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１、現状

■資源・埋立ごみの収集

・地区ごとに毎月１回、日曜日に収集している。

・高森町は、町民の皆さんが分別のアドバイスをすることで、

分別への理解を進め、ごみの量を減らすことを目指してきた。

施策H-1 今より優しい生活」未来へつなぐ自然環境

目 的   町民がごみに関心を持ち、排出を減らす

→環境保全委員会を組織化（全町30人）昭和60年から

3



１、現状

■法令上の根拠

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（国民の責務）

第二条の四 国民は、廃棄物の排出を抑制し、再生品の使用等により廃棄物の
再生利用を図り、廃棄物を分別して排出し、その生じた廃棄物をなるべく自ら
処分すること等により、廃棄物の減量その他その適正な処理に関し国及び地方
公共団体の施策に協力しなければならない。

（市町村の処理等）

第六条の二 市町村は、一般廃棄物処理計画に従つて、その区域内における一
般廃棄物を生活環境の保全上支障が生じないうちに収集し、これを運搬し、及
び処分しなければならない。
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１、現状

■ごみステーションの状況

①A地区 第１日曜日（下市田） 14ヶ所

②B地区 第２日曜日（牛牧・上市田・大島山・出原） ５ヶ所

③C地区 第３日曜日（吉田） ６ヶ所

④D地区 第４日曜日（山吹） 13ヶ所

環境保全委員の他にも、多くの衛生委員が熱心に、分別への
アドバイスに携わってきた（1,500人以上）。

→ 結果・・・
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１、現状

高森町から出るごみの量 2,078t/年
（令和６年度実績。高森町内の家庭から出るごみ。）

住民１人が１日に出すごみの量

全国10位（少ない方から）

（令和５年度実績。人口10万人未満の市町村：約1,400自治体。）

１日当たり449g（参考：全国平均851g長野県770g） 
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１、現状

ごみ分別アドバイス・収集は、自治組織に依頼している。

収集作業に携わる部分に対し、ごみ分別指導推進交付金

1,283千円を地区に交付している。

作業負担の軽減として、収集の短時間化、ごみ収集容器の改善
等に取り組んできた。

①ごみ収集時間 １時間 → 30分

②例：有害ごみの容器改善（R6年度）→
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２、課題

近年、自治組織への加入率が減少傾向にあり、課題が表面
化してきた。

■自治組織加入率 平均60.87%（86.90～48.90%：R6年度）

■自治組織 負担感の増加。不公平感。

■未加入世帯 ごみを出しづらい。

自治組織への加入率が減少したことにより、役の負担感が
大きくなり、自治組織加入世帯と未加入世帯でのあつれき
が生じている。 8



３、改善策

ごみ収集を業者に委託

各ステーションに委託業者２～３名を配置し、

容器の出し入れや分別のアドバイスをする。
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３、改善策

業者委託した場合の効果

①自治組織の負担軽減

②ごみ出しの利便性向上

ごみ収集時間は、7:00～8:00に統一。

どの地区へもごみを出すことができる。

（第１～４日曜日）
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４、実施方法・予算

■令和８年度

【試行・研修】業者選定、作業員募集

①実施時期 １月～３月

②方法 委託業者（２～３人）が各ステーションの

分別作業に携わる。

地区による分別アドバイスは継続。

③経費 2,619,622円
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４、予算・実施方法

■令和９年度

【完全実施】

①実施時期 通年

②方法 委託業者（２～３人）が各ステーションの

分別作業をする。

地区による分別アドバイスは行わない。

（有害ごみ含む）

③経費 9,311,900円/年

10,549,900円-1,238,000円（ごみ分別指導推進交付金）12



５、新たな課題

①経費の増加

年間約930万円を要する。

②作業員の確保

収集１回当たり最大、32人を要する。

③収集場所の減少

人員確保、経費を抑えるため、収集箇所の削減を検討。

④地区交付金の削減 1,283千円。
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ごみの削減に向けて、令和７年度から
生ごみ処理実証実験を開始。

ごみ収集の委託化により、地区の負担を減らし、
利便性を向上したいと考えています。
ご清聴、ありがとうございました。
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